
広報にっこう １４

警
察
か
わ
ら
版

※
特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
か
ら
だ
編
」

～
生
活
リ
ズ
ム
、
お
い
し
い
・
た
の
し
い
離
乳
食
＆
食
事
～

と

き

月
７
日（
月
）

午
後
２
時
～
３
時

分

１１

３０

申
込
期
限

月
４
日
（
金
）

１１

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
こ
こ
ろ
編
」

～
幼
児
後
期
の
対
応
に
つ
い
て
～

と

き

月

日
（
火
）

午
後
２
時
～
３
時

分

１１

１５

３０

申
込
期
限

月

日
（
金
）

１１

１１

◎
子
育
て
健
康
相
談

保
健
師

by

と

き

月

日
（
水
）

午
前

時
～

時

分

１１

１６

１０

１１

４５

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
歌
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
外

と

き

月

日（
水
）

午
前

時

分
～

時

分

１１

１６

１０

３０

１１

１５

◎
マ
マ
と
一
緒
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

～
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
～

と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分
～

時

分

１１

２２

１０

３０

１１

３０

◎
マ
マ
の
お
楽
し
み
タ
イ
ム

～
つ
く
っ
て
み
よ
う
外

楽
し
い
小
物
～

と

き

月
６
日（
火
）

午
前

時

分
～

時

分

１２

１０

１５

１１

４５

定

員

名

申
込
期
限

月
２
日（
金
）

２０

１２

※
ミ
ニ
学
習
会
、
お
楽
し
み
タ
イ
ム
は
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（

）
２
２
９
９

２２

日
光
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
催
し

◎
お
母
さ
ん
の
勉
強
会

簡
単
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
外

と

き

月

日
（
木
）

午
前

時
～
正
午

１１

１７

１０

費

用

円

申
込
期
限

月

日
（
木
）

２００

１１

１０

※
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

と
電
話
を
し
て
く
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

被
害
者
宅
付
近
で
直
接
現
金
を
だ
ま
し

取
る
手
口
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

焔
架
空
請
求
詐
欺

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
利

用
料
未
納
な
ど
、
人
に
話
し
に
く
い
架

空
の
料
金
を
請
求
し
ま
す
。

焔
還
付
金
詐
欺

公
共
機
関
を
装
っ
て
税

金
な
ど
の
還
付
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
、

逆
に
犯
人
の
口
座
に
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

焔
電
話
を
切
っ
て
、
ま
ず
冷
静
に
な
る
。

焔
子
ど
も
や
孫
の
元
の
電
話
番
号
に
電
話

し
て
本
人
に
事
実
を
確
認
す
る
。

焔
一
人
で
判
断
せ
ず
、
必
ず
家
族
な
ど
に

相
談
す
る
。

焔
少
し
で
も
「
何
か
お
か
し
い
」
と
思
っ

た
ら
警
察
に
相
談
す
る
。

【
振
り
込
め
詐
欺
被
害
抑
止
対
策
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
帳
掲
載
の
方
に

対
し
て
電
話
に
よ
る
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
個
人
情
報

や
暗
証
番
号
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

振
り
込
め
詐
欺
を
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
な
ぜ
、
被
害
に

遭
う
の
で
し
ょ
う
か
。
市
内
で
は
、
昨
年

と
比
較
し
て
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
手
口
を
も
う
一
度
確
か
め
て
、
大
切

な
資
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
被
害
の
実
態
】

今
年
、
県
内
で
は
８
月
末
ま
で
に

件
、

４０

６
、０
０
０
万
円
以
上
、
市
内
で
も
６
件
、

約
１
、１
０
０
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
は
高
齢
者
に
限

り
ま
せ
ん
。「
会
社
を
ク
ビ
に
な
る
」「
警

察
沙
汰
に
な
る
」
な
ど
、
家
族
の
重
大
な

事
態
を
告
げ
ら
れ
た
こ
と
で
混
乱
し
、
電

話
の
相
手
を
信
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
実
際
に
発
生
し
た
手
口
】

焔
オ
レ
オ
レ
詐
欺

「
俺
だ
よ
俺
」
な
ど

と
息
子
や
孫
に
な
り
す
ま
し
て
現
金
を

振
り
込
ま
せ
ま
す
。
最
近
は
詐
欺
実
行

の
数
日
前
に
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ

た
」「
風
邪
気
味
で
喉
が
痛
い
」
な
ど

ま
だ
ま
だ
多
い
「
振
り
込
め
詐
欺
」
被
害

お
問
い
合
わ
せ
は

今
市
警
察
署

緯（

）０
１
１
０

２３

日
光
警
察
署

緯（

）０
１
１
０

５３

２０１１年１１月号１５

日
光
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
（
日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（

）３
０
０
１

５４
鬼
怒
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
催
し

◎
料
理
教
室

幸
せ
は
「
正
し
い
」
食
生
活
か
ら

と

き

月
７
日（
月
）

午
前

時
～
午
後
１
時

分

１１

１０

３０

費

用

円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き

５００

申
込
期
限

月
２
日（
水
）

１１

◎
遠
足

と

き

月

日（
月
）

午
前
９
時

分
集
合

１１

１４

５０

集
合
場
所

鬼
怒
川
レ
ジ
ャ
ー
公
園

行
き
先

宇
都
宮
動
物
園

※
雨
天
時
は
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く

公
園

※
入
場
料
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

申
込
期
限

月
２
日（
水
）

１１

◎
親
子
で
リ
ズ
ム
音
楽

と

き

月

日
（
水
）

午
前

時
～
正
午

１１

３０

１０

◎
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

「
お
や
つ
作
り
」

と

き

月

日
（
水
）

午
前

時
～
正
午

１１

１６

１０

費

用

円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き

１５０

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

鬼
怒
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（
藤
原
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（

）
０
８
８
１

７６
そ
の
ほ
か
の
催
し

◎
さ
つ
ま
い
も
ほ
り

と

き

月

日
（
木
）

午
前
９
時

分
～

時

分

１１

１０

３０

１０

３０

※
雨
天
順
延

定

員

親
子

組（
先
着
順
）

２０

申
込
開
始

月

日（
木
）

１０

２０

と
こ
ろ
・
く
わ
し
く
は

塩
野
室
児
童
館

☎
（

）
８
９
３
７

２６

◎
も
ち
つ
き

と

き

月

日
（
金
）

午
前

時
～

時

１１

２５

１０

１１

定

員

２
歳
以
上
の
親
子

組
（
先
着
順
）

２０

申
込
期
間

月
７
日
（
月
）～

日（
金
）

１１

１８

と
こ
ろ
・
く
わ
し
く
は

並
木
保
育
園

☎
（

）０
６
１
６

２１
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今市医師団幹事
ぬま お こう じゅ

睡
眠
障
害
②

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

夜
中
に
何
度
も
無
呼
吸
状
態
が
繰
り

返
さ
れ
る
病
気
で
、
日
中
の
強
い
眠
気

や
熟
眠
感
が
な
い
、
集
中
力
の
低
下
な

ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
自
動
車
の

運
転
や
危
険
な
作
業
を
し
て
い
る
と
き

に
も
眠
く
な
る
た
め
非
常
に
危
険
で
す
。

家
族
や
周
り
の
人
か
ら
「
い
び
き
が
ひ

ど
い
」
と
か
「
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
人
は
Ｓ
Ａ

Ｓ
の
可
能
性
が
あ
り
、
要
注
意
で
す
。

診
断
に
は
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
寝
て
い
る
間
の
脳
波
や

筋
電
図
、
眼
球
運
動
、
呼
吸
状
態
、
動

脈
血
の
酸
素
飽
和
度
、
体
位
、
心
電
図

な
ど
を
記
録
解
析
し
ま
す
。
睡
眠
中
に

無
呼
吸（

秒
以
上
の
呼
吸
停
止
）や
低

１０

呼
吸（
呼
吸
の
深
さ
が
通
常
の
半
分
以

下
）が
１
時
間
に
５
回
以
上
、
７
時
間

の
睡
眠
中
に

回
以
上
あ
る
と
Ｓ
Ａ
Ｓ

３０

と
診
断
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
に
は
閉
塞
性（
気
道
が
ふ
さ

が
れ
る
た
め
）と
中
枢
性（
脳
や
神
経
の

異
常
の
た
め
）、
混
合
性（
閉
塞
性
と
中

枢
性
が
合
わ
さ
っ
た
状
態
）の
３
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
を
閉

塞
性
が
占
め
て
い
ま
す
。
肥
満
や
飲
酒
、

扁へ
ん

桃
肥
大
、
上
向
き
で
の
睡
眠
、
加
齢
、

と
う

鼻
づ
ま
り
な
ど
が
要
因
と
な
り
ま
す
。

肥
満
に
よ
り
舌ぜ

っ

根
部
に
脂
肪
が
付
き
気

こ
ん

道
が
狭
く
な
る
、
飲
酒
に
よ
る
筋
弛し

緩か
ん

作
用
の
た
め
気
道
が
狭
く
な
る
、
加
齢

に
よ
り
気
道
周
囲
の
筋
力
や
組
織
の
弾

力
性
が
低
下
し
気
道
が
つ
ぶ
れ
や
す
く

な
る
た
め
で
す
。
ア
ジ
ア
人
に
共
通
す

る
小
さ
な
顎
や
、
奥
行
き
の
狭
い
顔
面

も
要
因
に
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
生
活
習
慣
病
と
の
関
連
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
中
の
呼
吸
停

止
に
よ
り
酸
素
が
不
足
し
二
酸
化
炭
素

が
た
ま
る
た
め
、
血
液
が
酸
性
に
傾
き

ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
不
整
脈
や
心
筋
梗

塞
、
脳
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
無
呼
吸
の
ス
ト
レ
ス
の
た

め
交
感
神
経
緊
張
状
態
が
長
く
続
き
、

自
律
神
経
が
乱
れ
る
こ
と
も
悪
影
響
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
高
血
圧
や
糖
尿

病
、
狭
心
症
、
う
っ
血
性
心
不
全
、
認

知
症
な
ど
の
合
併
も
見
ら
れ
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
減
量
、
扁
桃
や
鼻
の

手
術
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
装
着
の
他
、

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ（
経け

い

鼻
的
持
続
陽
圧
呼
吸
療

び

法
）と
い
う
、
鼻
か
ら
専
用
の
マ
ス
ク

を
介
し
て
空
気
を
送
り
、
気
道
を
広
げ

る
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。




